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条件（選択・序
列・理由・分類・
条件づけ・比較な
ど）を意識した課
題（疑問形）を設
定する。

条件（選択・序列・
理由・分類・条件づ
け・比較など）を意
識した課題（疑問
形）を設定する。

・十分には意識で
きておらず、準備
不足。

・課題作りに
関しては、具
体例を提示
し、研修の中
で演習を行
う。

条件（選択・序
列・理由・分
類・条件づけ・
比較など）を意
識した課題（疑
問形）を設定す
る。

条件（選択・序
列・理由・分類・
条件づけ・比較な
ど）を意識した課
題（疑問形）を設
定する。

基礎基本の定
着をめざした
帯時間の活用

漢字・計算が
できるように
なった。

漢字または計
算の習熟をめ
ざす５分間程
度の学習を準
備し実施す
る。

・学年部で取
り組み内容を
決定し実施で
きている。
・１年生は未
実施

継続して取り組
む。

基礎基本
の定着を
めざした
帯時間の
活用

漢字・計算が
できるように
なった。

漢字または計算
の習熟をめざす
５分間程度の学
習を準備し実施
する。

小楠タイムにおい
て、漢字小テスト、
５問プリント、百マ
ス計算などで、漢
字・計算の復習に取
り組み、基礎基本の
定着をはかる。

定着・習慣化して
きている。

継続して取り
組む。

基礎基本の定
着をめざした
帯時間の活用

漢字・計算が
できるように
なった。

漢字または計算
の習熟をめざす
５分間程度の学
習を準備し実施
する。

小楠タイムにお
いて、漢字小テ
スト、５問プリ
ント、百マス計
算などで、漢
字・計算の復習
に取り組み、基
礎基本の定着を
はかる。

挨拶をして教
室に入ってい
る。

・授業始めのラ
ンニングは習慣
化している。
・ダラダラ走る
児童への手立て
や支援が必要

体育の始めに
毎回ランニン
グができた。

ランニング後
の体操でスト
レッチをさせ
る。
外…立ったま
ま足のクロス
での前屈
中…座って足
を開いての前
屈

自己評価：９０％以上　　　　　７０～８９％　　　　６０～６９％　　　　６０％未満

・１～３年はクラ
ス毎・列になって
ランニングに取り
組めた。
・高学年は、個人
で自分のペースで
走ることができ
た。

体育の始めに
毎回ランニン
グができた。

前屈で前より
曲がるように
なった。

前屈で前よ
り曲がるよ
うになっ
た。

ランニング後の
体操でストレッ
チをさせる。
外…立ったまま
足のクロスでの
前屈
中…座って足を
開いての前屈

ランニング後の
体操でストレッ
チをさせる。
外…立ったまま
足のクロスでの
前屈
中…座って足を
開いての前屈

継続して取り組
む。

ランニング後の体操
でストレッチをさせ
る。
外…立ったまま足の
クロスでの前屈
中…座って足を開い
ての前屈

前屈で前より
曲がるように
なった。

柔軟性を高め
る運動の習慣
作り

自分の考えを
ノートに書い
たり、友だち
に伝えたりで
きた。

毎朝の挨拶運
動

・ペースを落
とさずプール
を歩けた。
・２５ｍを足
をつかずに泳
ぎ切った。

低学年・・・
プール１周を歩
く
中学年・・・
２５ｍ×１チャ
レンジ
高学年・・・
２５ｍ×２チャ
レンジ

低学年・・・
プール１周を歩く
中学年・・・
２５ｍ×１チャレ
ンジ
高学年・・・
２５ｍ×２チャレ
ンジ
を実施する。

・相手の顔を見
て挨拶をするよ
うに一日一回は
声かけや確認を
する。

相手の顔を見
て挨拶してい
る。

５月 ６月

・相手の顔を見て挨
拶をするように一日
一回は声かけや確認
をする。

登校時に、挨拶をし
て教室に入るように
声かけし、週に１回
はできているかどう
かの確認をする。

６月
取り組み集約
【主幹：片岡】
７月４日（火）

活発な交流が
できる授業づ
くり

７月分掌会議
運営委員会
７月５日（水）

P

６月、７月
は、水泳指導
に関する重点
的取り組みを
行う。

・準備ができたク
ラス・子どもから
ランニングをさせ
る。
・低学年は２分以
上、中学年は３分
以上、高学年は４
分以上を目安に、
走る時間を確保す
る。

継続して取り
組む。

・授業の始めにラン
ニングを行うことが
定着してきた。
・自主的に取り組め
るようになった。
・歩いてしまう児童
への指導・支援。

水慣れ
泳力向上

５月
取り組み集約
【主幹：片岡】
５月３０日（火）

ランニング後の体
操でストレッチを
させる。
外…立ったまま足
のクロスでの前屈
中…座って足を開
いての前屈

挨拶を返すの
が苦手な子ど
もが多い。→
継続して取り
組む。

自分の考えを
ノートに書い
たり、友だち
に伝えたりで
きた。

国語、算数を中心
に課題に対して５
分間一人で思考さ
せ、自分の考えを
書かせる。（タイ
マー・パネルの使

用）

６月分掌会議
運営委員会
５月3１日（水）

・短時間での一人
思考から実施。
・ノートに書くこ
とに慣れてきた。
・取り組めている
クラスとそうでな
いクラスがある。

P

到達イメージ

・継続して取
り組む。・授業開始時

に席に着いて
いる。
・立って発言
している。
・ききかた
「あいうえ
お」ができて
いる。

・時刻通りに授業の
開始・終了をする。
・必ず立って発言さ
せる。
・ききかた「あいう
えお」を毎日、朝の
会や授業はじめに確
認し、授業中にも指
導する。

継続して取り組
む。

登校時に、挨拶を
して教室に入るよ
うに声かけし、週
に１回はできてい
るかどうかの確認
をする。

重点的取組 到達イメージ

・相手の顔を見て
挨拶をするように
一日一回は声かけ
や確認をする。

・朝、出会った人
にすすんで挨拶す
るように声かけを
する。
・週に1回はでき
ているかどうかの
確認をする。

みんなでやる
絶対やること

（セルフチェックは
全項目で実施）

・準備ができたクラ
ス、子どもからラン
ニングをさせる。
・低学年は２分以
上、中学年は３分以
上、高学年は４分以
上を目安に、走る時
間を確保する。

・時刻通りに
授業の開始・
終了をする。
・必ず立って
発言させる。
・ききかた
「あいうえ
お」を毎日、
朝の会や授業
はじめに確認
し、授業中に
も指導する。

・意識できて
おり、定着し
つつある。
・ききかた
「あいうえ
お」に関して
は不十分なク
ラスがある。

・準備ができたクラ
ス、子どもからラン
ニングをさせる。
・低学年は２分以
上、中学年は３分以
上、高学年は４分以
上を目安に、走る時
間を確保する。

研

究

部

生

活

指

導

部

相手の顔を見て挨
拶をするように一
日一回は声かけや
確認をする。

相手の顔を見
て挨拶してい
る。

挨拶をして教
室に入ってい
る。

朝の挨拶運動

・挨拶コーナー
/挨拶線を教室
の入り口に設置
し、意識づけを
行った。
・朝の会、帰り
の会で確認し
た。

重点的取組

毎朝の挨
拶運動

・学習規律の徹底
は、意識できてお
り、定着しつつあ
るため、重点的取
り組みを校内研究
と連動させた「活
発な交流ができる
授業づくり」へ変
更。

・授業改善の具体
的取り組みとし
て、「5分間思
考」「条件を意識
した課題づくり」
を実施する。

・ストレッチの
成果がでてい
る。
・マンネリ化し
ないための工夫
が必要

活発な交
流ができ
る授業づ

くり

・目線を合わせ
て挨拶するよう
にした。
・朝の会・帰り
の会で確認し
た。
・挨拶係を中心
に一緒に挨拶を
した。

走る習慣
づくり

柔軟性を
高める運
動の習慣
作り

学校の教育目標

重点目標

重点
目標 達成指標 重点的取組

・中津市学力調
査で、全学年、
国語・算数とも
に偏差値５０以
上になる。
・単元テストで
平均点が８０点
を上回る。

Ｐ

担

当

部

進行管理統括 主幹・教務主任（片岡）

【

持

久

力

・

柔

軟

性

向

上
】

げ

ん

き

な

子

持久走・長座体
前屈で全学年と
も学年平均の記
録を伸ばす。
[5月→2月比較]

・準備ができた
クラス・子ども
からランニング
をさせる。
・低学年は２分
以上、中学年は
３分以上、高学
年は４分以上を
目安に、走る時
間を確保する。

生
活
指
導
主
任
（

大
石
）

体

育

部

相手の顔を見
て挨拶をする
ように一日一
回は声かけや
確認をする。

走る習慣づく
り

登校時に、挨
拶をして教室
に入るように
声かけし、週
に１回はでき
ているかどう
かの確認をす
る。

体
育
主
任
（

花
畑
）

柔軟性を高め
る運動の習慣

作り

到達イメージ

みんなでやる
絶対やること

（セルフチェックは
全項目で実施）

朝出会った人
にすすんで挨
拶ができた。

・朝、出会った
人にすすんで挨
拶するように声
かけをする。
・週に1回はでき
ているかどうか
の確認をする。

挨拶する相手
が、学年部の
先生や親しい
友だちに限定
されている。
→「朝出会っ
た人にすすん
で挨拶ができ
る」へ変更

ランニング後の体操
でストレッチをさせ
る。
外…立ったまま足の
クロスでの前屈
中…座って足を開い
ての前屈

相手の顔を見
て挨拶をして
いる。

小楠タイムにおい
て、漢字小テスト、
５問プリント、百マ
ス計算などで、漢
字・計算の復習に取
り組み、基礎基本の
定着をはかる。

・相手の顔を見て挨
拶をするように一日
一回は声かけや確認
をする。
・苦手な子どもに
は、名前を呼んでか
ら挨拶をするなどの
支援をする。

取組指標

○授業改善で学力向上（すすんで学ぶ子）　　○言葉を大切にする児童の育成（やさしい子）　　　　　　○持久力・柔軟性向上（げんきな子）

取組指標

学習規律の徹
底

登校時に、挨拶をし
て教室に入るように
声かけし、週に１回
はできているかどう
かの確認をする。

・子どもたちから自
然に挨拶がでる。
・教師が率先して取
り組んだ。
・大きな声で挨拶す
る子どもを褒めた。
・挨拶反省カードの
作成・活用

５月
分掌会議
運営委員会
４月２８日（金）

平成２９年度学校経営の重点目標及び重点的取り組み～　みんなでやる！ぜったいやる！～                       小楠小

すすんで学び　心やさしく　元気あふれる　小楠っ子の育成
・めざす児童像：（お）思いやりあるやさしい子　（ぐ）ぐんぐん伸びる元気な子　（す）すすんで学び働く子

1

学

期

担当

研
究
主
任
（

後
藤
）

【

学

力

向

上
】

　

　

す

す

ん

で

学

ぶ

子

学

期

・児童アンケー
トで「進んで朝
の挨拶ができ
た」を
８５％以上
調査月
 ( 7月・12月・
3月）

４月

Ｄ

国語、算数を中
心に課題に対し
て５分間一人で
思考させ、自分
の考えを書かせ
る。（タイ
マー・パネルの
使用）

・課題に対して、
5分間思考する時
間を確保する。
・タイマー・パネ
ルを使用する。
・自分の考えを
ノートに書かせ
る。

・意識して挨拶す
る子どもが増え
た。
・道徳（礼儀）の
授業の効果がみら
れた。
・挨拶反省カード
の作成・活用
・声が小さい子ど
もが多い。

4月
取り組み集約
【主幹：片岡】
４月２７日(木)

みんなでやる
絶対やること

（セルフチェックは
全項目で実施）

【

言

葉

を

大

切

に

す

る

児

童
】

や

さ

し

い

子

取組指標

・課題に対して、5
分間思考する時間を
確保する。
・タイマー・パネル
を使用する。
・自分の考えをノー
トに書かせる。
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